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可燃性 滉合氣腿 中を億播 す る火焔 の速度の測 定法 と しては,從來 次の様 な種類 の 方法が 川ひ
られ て居 る.
1)電9各 切 斷 法(Scr㏄11wirelnelhod)
2)電 詈各 短 絡 法 σonizedgapmethod)
3);認 眞 法 〔Pho【ographlcnle[hod}
4)最 大 飃 力 法{MaxiluumPI'CSSIIfCme【hod〕
この中第(2)の電路短絡 法 には 二通 りの方法 が記戟 され てn,る.一 つは(a)火娼の通路 に
一定の抛 腿に保つた數對の電極 を挿 人 し,この電 極間隙 を火娼 が通 過 す る時,火 燧 中の イオン
に依つて 電極間が短絡 され て'ktる イオ ン電 流 を電磁 オッシ ログ ラ フに依て記録す る方法 で
ある.L}今一つは 〔19此等 電極1;劉に 火花放電電 壓 よ},少し低い電 壓 を豫 め興.へておいて,茲 に
火焔が到逹 した時 火花 放電 を起 させ,同時 に之 と直列に設 けた第 二の間隙 に誘發 され る火花 の
光 を直接 廻轉 感光 フイルムに紀 録 す る方法で あ る.⇒
著 者等 は,この{a〕の7i}12を川ひて,低 咫水素一察氣 中の 火焔傳幡速 度 を測 定 し様 と したので
あ るが・イオ ン籍度 が{邸 の と(10町A以下),オ ツシ・グラ7の 振 動子の 感度力詈低い(10一':1)
爲1ζ漕 逝の 交黼 幅翻 をfllひて 駄 鐸切 通 過時刻の記録が 出來 なか つたので,材 ン電 流
を紀録す る代 りに,lb)の方法 の様 にk花 放電法 を川ひ,そ の 火花電流 を直接,オ ツシuグ ラ
フに記録 す る事に依って所 間の 目的 を達 す る事が 出來た.即 ち上xの(aL(6J二 方法 の折衷
法 と も云ふ可 き ものであつて,電 流 感度の鈍 い振 動子 を用ひねば な らぬ時 とか,iオ ン電流 の
捌 度 に小 さい揚 合に都合が よい と思 はれ るか ら,そ の1't驗方法 と結渠 に就て癇單 に報告す る.
實 驗 襲 置
オッ シログ97=實arcJpひ な魅磁 オ ツ シログラフは横 河製三xvメ ン ト型の もので,火
花電流 記録 用振動子 はA型 で感度は'?x10='ll.CA/mm.,瑚期は1!6000秒,抵抗1ρ,最 大
電流 は2501nAの ものであ る.
1)Schwnuflir=∫ノ=ρ・ノ=・7栃455(簟93D・
2)Bonc餉dTow胸 ¢nd乙 易 置'濯4川ノCon'6'alias.・【nngmnnCteen(19雪了)P.125麥 照 。
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反 應管3反 應碧3は第1岡 に示 す様 な硝 子製:+lli筒で内徑?.Ocm,長さは約120cmで あ ろ.
Bば 點.火用のア ル ミニ ウ」・製 球欺電 極で,火 花1川隙は約3mmで ある.C1及 びcは 火燬 遖
瑚記馴 の静 で酬1瞰 即 穿5…諷 卵
、1.cl}セ.卿傘線がつけてある・ こcolHl隙d,k']2mmであろ...'..
F19.1'
點 火火花發 生裝X:第2.鬪Aな る感應 コイルの一次囘蹄 を電鐘K・ に依 つて豫 め閉 じてお
き,オ ッシ ログ ラフの 自動 客ヰ ツチを押 す と,白動 スヰ ツテに依つ て廻 慱感光紙 の シヤ ツクー
が開 いてか ら一・定時醐後 に第2岡1曽)部 分 が短緕 され,電磁 イlDに 依つて鍵 .KIが開かれ て,
B(第1鬪 のBに 棚巒 す る火花間 隙)iC火花 ボ飛 び,混 合氣 に點 大され る..その時の .火花電流





.火焔通過記簸;火 花に依つて點 火された火眉が第1岡C蓴 或はC留等橡 め電縻を輿へられた
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に保つてお.いて,火 娼通過の際に發生する火花電流を記録する事にした.第3鬧 は電igCgt'.　
興へ る橡 備電1唖撥 生囘路 で,Ktよ オツ シ・グララの第2の 振動 子で あ る.と め賓験 に於t"tt,
電 極Cl.の方は用ひないでC2の 方丈 を川ひた.部 ち薮 に記塗禁され た 火焔偲矯距離 は,黠火火孑E
聞隙Bと.Ctとの間隔(95cin)であつて,」.1.つ火焔傳播逑 度は一一suなものでは ないか ら1茲 に
云ふ速度 とはB,(k間 の'卜均速度 に外 な らな い.'
火花軍阿奪は,.ヒ記 火花llll隙C含で は水素一察氣(L):.5)混合気の壓 力2〔ICm附近 に於て,約 勝00V
で あるが、.火焔が通過 す る蒔 に は900V程 度に{巴'ドす るか ら,151〕O～900V1程度の豫 噛電 颶
をC,にか けてお けばT火 焔 の來 た瞬 間 に火花 故電 が起 るわ けで あ る.併 し この橡 備瓩壓 を高
ぐす ると後に述べ る様 に,點 火火花 と1司時にC2の 方 に も火花 茄 誘:菠され る傾「轟1があ る.から,








の時屡 々第5鬪 の如き記録が碍 られる事
である.これは點火火花と同時に,C.1:.
火花が殘生して唇る事 を示す ものである
が.こ れは混合氣の代 りに空氣 を用ひて
も現れ.る事か ら考へ ると,このC望に現れ
實 驗 結 果
第4岡 の薦眞 ぱ,實験 結果 の一例 を示 す もので ある.「 本 の李 行線 の「IIの下 の方に現 れた凸
繍 分雌 火糀 の劇 亅を示札 ので ・..万 輿 .夙 冗誨 ∫颪 一一函 斎孑 .,∴ ㌦.
上 の方の線に現れた短 い室rl部分が 火焔 ○.'

















た 火花は,黝 火火花に依て誘癖 された ものであつて,火烱通過に依るものでない事は明かであ
る.ζれは二つの火花敢電囘路の問に感鱶現象が 起つてrる 事 を示す ものではないかと思は
事 上 下 の 火花 肥鎌 の形 がYdLv,は,夫々火花 囘路 の 形式 が 癌=}1$にそ こに 發rkする火 花 の凹朗 がS'.!3e}iを
示 す もの で あ る・ 即.ち黷 火 火花 のh'u誘導 成 分 が 多いk7Eで あ るの に比 して,火煽 にof3火 花 の方 は警
飲 成 分 が 多 くて誘 導 成 分が 少 い 事 を示 してp;a,
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れ る.こ の感應現敦はC巳 の.豫備電壓を














zの 實驗 は堀揚 教幔の御指 導 と御鞭撻の下に行はれた ものであ る.
す る次第で あ る..
京 都 帝 國 大.雛
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